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ご利用ください 期日前投票
　投票日に次のような理由がある方は、期日前投票ができます。
 •仕事や親族の冠婚葬祭などの予定がある方
 •レジャーなどのため、投票区の区域外に旅行、滞在する方
 •病気、けが、出産などにより歩行が困難な方
 • 市外の住所に居住している方（統一地方選挙では、投票でき

ない場合があります）
　期日前投票をする際は、入場券裏面の「期日前投票宣誓書（兼
請求書）」に、住所、氏名、生年月日を記入し、期日前投票を行う理
由の一つに○印を付け持参していただくと、スムーズに受け付
けをすることができます。「期日前投票宣誓書（兼請求書）」は、期
日前投票所に用意してある他、市ホームページからダウンロー
ドすることもできます。

投票期間および投票時間
【埼玉県議会議員一般選挙】3月30日㈯～4月6日㈯
【行田市議会議員一般選挙・行田市長選挙】4月15日㈪～20日㈯
　いずれも午前8時30分～午後8時

代理投票
　身体の障害などで、自分で投票用紙に記入できない方のために代理投票の制度があります。投票管理者に申し出ること
により、自分の投票したい候補者の氏名を投票所の係員が代理で記入し、投票します。

点字投票
　目の不自由な方は点字で投票することができますので、点字で投票を行う旨を投票管理者に申し出てください。

不在者投票
　都道府県選挙管理委員会が指定する施設（病院や老人福祉施設など）に入院・入所中の方、出張などで市外に滞在してい
る方は、その施設や滞在先の選挙管理委員会で不在者投票ができます。この場合、投票用紙の請求や交付を郵送で行うた
め時間がかかりますので、早めの手続きをお願いします。

選挙公報を発行します
　各候補者の氏名、経歴、政見、顔写真などを掲載した選挙公報を発行します。選挙公報は、投票日の前日までに新聞折り
込みで各家庭にお届けします。新聞を購読していない場合は、市役所、公民館などに選挙公報を備えておきますので、ご利
用ください。なお、郵送による配布を希望される方は、選挙管理委員会へご連絡ください。

ルールを守ってきれいな選挙

寄附禁止のルール
　政治家（候補者、候補者になろうとする者、現に公職にある者）が選挙区内の方に対して寄附をすることは、いかなるもの
であっても禁止されています。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。

みんなで徹底しよう「三ない運動」
 •政治家は有権者に寄附を贈らない
 •有権者は政治家に寄附を求めない
 •政治家から有権者への寄附は受け取らない

事前運動の禁止
　公職選挙法により、選挙運動は告示日以降（厳密には立候補の届け出後）でなければ行うことができません。告示前に選
挙運動を行うことは事前運動として禁止されています。
▶問い合わせ　選挙管理委員会（内線219）
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　4月に統一地方選挙（埼玉県議会議員一般選挙、行田市議会議員一般選挙および行田市長選挙）、
また夏には参議院議員通常選挙、埼玉県知事選挙が予定されています。私たちの代表を選ぶ大切な
選挙です。貴重な一票を無駄にすることのないよう、ぜひ投票に行きましょう。

大切な１票 必ず投票しましょう
4月7日（日）は埼玉県議会議員一般選挙、

4月21日（日）は行田市議会議員一般選挙・行田市長選挙の投票日です

投票できる方
　今回の選挙で投票できるのは、次の要件を備えている方です。

埼玉県議会議員一般選挙
 •日本国籍を有する方
 •平成13年4月8日以前に生まれた方
 •平成30年12月28日以前から行田市に住所を有している方
　　※ 平成30年12月29日以降に埼玉県内の他の市町村に転出した後も引き続き県内に住所を有する方で、行田市の選挙

人名簿に登録されている方は、「引き続き県内に住所を有する旨の証明書」を提示するか、投票時に引き続き県内に
住所を有することの確認を受けることで投票できます。

 •行田市の選挙人名簿に登録されている方

行田市議会議員一般選挙および行田市長選挙
 •日本国籍を有する方
 •平成13年4月22日以前に生まれた方
 •平成31年1月13日以前から行田市に住所を有している方
 •行田市の選挙人名簿に登録されている方

投票所入場券は郵送で
　投票所入場券は、4名連記の圧着式はがきにより各家庭に郵便でお届けします。投票所入場券は、投票所の混雑緩和の
ために発行するもので、万一、届かなかったり、紛失したりしても、選挙権のある方は、投票することができます（投票所入
場券が届いていても、転出などにより投票できない場合があります）。
※投票所入場券は開封して1人分ずつ切り離し、本人の分をお持ちください。
※ 紛失などにより投票所に投票所入場券をお持ちになれない方は、身分証明書（運転免許証、健康保険証、パスポートなど）
をお持ちになり、投票所の係員に申し出てください。

投票は指定の投票所で
　投票は、投票所入場券に印刷してある投票所で行ってください。なお、次の期日以降に市内で住所を変更した場合、前の
住所における投票所での投票となりますのでご注意ください。
【埼玉県議会議員一般選挙】3月15日㈮
【行田市議会議員一般選挙・行田市長選挙】3月28日㈭

投票の順序にご注意を
投票の順序
　4月21日は、行田市議会議員一般選挙と行田市長選挙が同時に行われます。投票の順序は次のとおりです。
①行田市議会議員一般選挙→②行田市長選挙

投票用紙
　行田市議会議員一般選挙と行田市長選挙の投票用紙は、無効投票などを防ぐため、次のように色分けしてあります。
【行田市議会議員一般選挙】水色の用紙に黒色で印字
【行田市長選挙】クリーム色の用紙に黒色で印字
※投票用紙を間違えると投票は無効となりますので、ご注意ください。

出入口
浮き城の径

市役所庁舎

期日前投票所

市役所入口

至郷土博物館
産業文化会館

出入口

投票日が近づくにつれ混雑が予想されます。
お早めにご利用ください。

期日前投票所は、市役所庁舎西側駐車場内の仮設プレハブです。

投票所入場券の発送予定
●埼玉県議会議員一般選挙は3月26日㈫
● 行田市議会議員一般選挙・行田市長選挙
は4月11日㈭
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本市の「移住・定住プロジェクト事業」が
優秀賞を受賞しました

　1月21日、さいたま市浦和区のさいたま共済
会館で、県主催の「平成 30年度彩の国いち押し
の取組事例発表会」が開催され、本市の「移住・
定住プロジェクト事業」が優秀賞を受賞しました。
　当日は、県内 63市町村からそれぞれ提出さ
れた「いち押しの取組」の中から、市町村相互
の投票などで選ばれた本市を含む5団体がプ
レゼンテーションを実施。審査の結果、本市の
官民協働による取り組みが高く評価されました。

気軽にご相談ください

窓口開設以来、多数の問い合わせや相談をいただいて
います。相談される方の不安が少しでも解消され、行
田での暮らしを楽しくスタートできるようお手伝いさ
せていただきます。相談カウンターには塗り絵や折り
紙も置いてありますので、小さなお子さま連れの方も
気軽にお越しください。

移住・定住コンシェルジュ 青木美佳

3市 3町による「災害時におけ
る利根川両岸3市 3町相互応援
に関する協定」を締結しました

春の火災予防運動を実施します

住宅用火災警報器設置に関する
アンケートにご協力を

下水道事業に
地方公営企業法を適用します

　3月 1日㈮～ 7日㈭は、春の火災予防運動期間です。
この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、
火災予防思想の一層の普及を図り、火災の発生を防止し、
財産の損失を防ぐことを目的に実施するものです。

  平成 30年度全国統一防火標語

  「忘れてない？サイフにスマホに火の確認」

住宅防火　いのちを守る 7つのポイント
【3つの習慣・4つの対策】
3 つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる。
・ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用
する。
・ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

4 つの対策
・ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
・ 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する。
・ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器など
を設置する。
・ お年寄りや体の不自由な方を守るために、隣近所の
協力体制をつくる。

▶問い合わせ　消防本部予防課予防担当☎550―2121

　消防本部では、住宅用火災警報器の設置率向上を図る
ために、アンケート調査を実施します。消防職員が、任
意抽出した世帯を訪問する場合がありますので、ご協力
をお願いします。訪問時には必ず身分証明書を提示しま
すので、ご確認ください。
　なお、消防署が特定の業者に依頼して住宅用火災警報
器を直接販売することや、部屋に入っての確認や点検を
行うことは一切ありません。悪質な訪問販売などに、十
分ご注意ください。
▶問い合わせ　消防本部予防課予防担当☎ 550―2121

　本市の公共下水道事業は、4月 1日から地方公営企業
法の財務規定などを適用した「公営企業会計」へ移行し
ます。公営企業会計への移行により、経営状況や財政状
態をより明確に把握することができ、経営の効率化・健
全化を図ることが可能となります。
　なお、地方公営企業法の適用は、主に経理方法の変更
であり、使用者の皆さんに直接的な影響はありません。
▶問い合わせ　下水道課法適用準備担当☎ 564―0303

　2月 4日、3市 3町（群馬県板倉町、千代田町、明和町、
埼玉県加須市、羽生市、行田市）による「災害時におけ
る利根川両岸 3市 3町相互応援に関する協定」を締結
しました。
　この協定は、災害発生時に 3市 3町において、資機
材・物資の提供、被災者の一時受け入れなどについて相
互に応援協力することを目的としたものです。これによ
り、本市との相互応援が可能となる県外の自治体は、10
市町となりました。なお、県内では全ての市町村と協定を
締結しています。
▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線 282）

３市３町による協定締結式の様子「移住・定住プロジェクト事業」の取り組み

　平成 30年 6月から専任の相談員「移住・定住コン
シェルジュ」を配置し、きめ細かな相談対応や SNS
（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を活用し
た情報発信を行っています。

移住・定住相談窓口の設置

　「移住・定住パートナーズ」認定制度は、本市の移住・
定住への取り組みに賛同する企業や団体を市の認定団
体として登録するもので、平成 31年 1月末時点で約
60団体を認定しています。

官民協働による取り組み

　「住まいる行田会員」登録制度は、本市への移住・
定住に関心がある方を対象にした会員登録制度であ
り、平成 31年 1月末時点で約160人に登録いただい
ています。

住
す

まいる行田会員

　各種移住イベントへの出展や移住体験バスツアーを
実施しました。参加者の皆さんからは「都心に近く、
移住先として考えたい」といった意見が寄せられまし
た。また、大手検索サイトなどにバナー広告を掲出し、
積極的に本市の魅力を発信しています。

　本市ではこれまでも国に先駆け、人口減少対策を最
重要課題としてさまざまな事業を行ってきました。今
後も皆さんに「行田に住みたい、住み続けたい」と思っ
ていただけるよう、本プロジェクトを中心とした官民
協働・オール行田での取り組みを推進していきます。
▶問い合わせ　 企画政策課企画政策担当（内線310）・

移住・定住相談窓口（内線312）

移住・定住プロモーション

「彩の国いち押しの取組事例発表会」における発表風景
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忍川 川の国埼玉はつらつプロジェクトの
整備が完了します

「株式会社コスメグローバル」が新たに
道路等の里親団体に認定されました

株式会社コスメグローバル
○構成員数　10人
○ 活動区間　南大通線の一部（長野5－12－8～12
　　　　　 ※同社前の歩道約１００メートル）
○活動内容　 道路の除草、清掃作業および植樹

帯の管理など

道路等の里親になりませんか
　市では、指定している歩道や駅前広場などの里
親になっていただける地域の方々や企業などの活
動団体を募集しています。
　活動時には、軍手・ごみ袋の支給、用具の貸し
出し、収集後のごみ処理の支援を行います。さら
に、希望団体には、現地に活動団体名入りの表示
板を設置します。皆さん、道路の美化活動に参加
しませんか。

　市では、地域住民の道路環境への意識を高めるとともに、地域住民・企業・行政が協働して道路を美
しく保つことおよび公共施設が市民共有財産であるという意識の高揚を図るため、平成17年度に行田
市道路等里親制度を創設しました。
　このたび、株式会社コスメグローバル（宇田祥枝代表取締役）が新たに道路等の里親団体に認定され、
市から同社に認定証が授与されました。

　忍川の吹上橋から杣
そまどのせき
殿堰までの約2.4キロメートルの区間で、遊歩道や親水広場などを整備し、水辺

に憩いの場が生まれます。
　これを記念し、次のとおり竣

しゅんこう
功式典を開催します。

▶日時　3月16日㈯午前10時
▶場所　皿尾橋下流右岸親水広場

▶問い合わせ　行田県土整備事務所☎554―5211

　就職などにより職場の健康保険（本人・扶養）に加入した方、ま
たは退職などにより脱退した方は、14日以内に届け出ください。
行田市の国民健康保険と職場の健康保険は自動的に切り替わりま
せんので、必ず届け出をお願いします。届け出は、本人と同じ世
帯の方が行うこともできます。
　なお、国民健康保険への加入は届け出をした日ではなく、職場
の健康保険を脱退した日までさかのぼります。届け出が遅れると
国民健康保険税も加入月までさかのぼって課税となり、1回の支
払い額が高額になることがあります。
　また、職場の健康保険に加入した日以降に、国民健康保険の保
険証を使って医療機関を受診すると、国民健康保険が負担した医
療費を返還していただくこととなりますのでご注意ください。
▶届け出に必要なもの　
　【国民健康保険加入の場合】
　　・社会保険資格喪失証明書または退職証明書(離職票)
　　・年金手帳
　　・運転免許証
　　・通知カードまたは個人番号カード
　【国民健康保険喪失の場合】
　　・社会保険証(職場の健康保険証)
　　・国民健康保険証
　　・通知カードまたは個人番号カード
▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線271・272）

　高齢者が在宅で安心して暮らしていけるよう、
介護者にとって日々の生活に役立つ知識や情報な
どをお届けする介護者教室を開催します。
▶日時　3月26日㈫午前10時～11時30分
▶場所　太井公民館ホール
▶ 内容　介護者のリフレッシュのため、笑いの体
操とヨガの呼吸法を組み合わせた「笑いヨガ」
を行います。
▶講師　斎藤一恵さん（笑いヨガリーダー）
▶ 対象　現在介護をしている方、介護について関
心のある方
▶定員　20人（先着順）
▶参加費　無料
▶持ち物　筆記用具、飲み物
▶ 申し込み・問い合わせ　3月22日㈮までに
電話で地域包括支援センター壮幸会☎552―
1123
▶ この記事に関する問い合わせ　高齢者福祉課地
域包括ケア担当（内線278）

国民健康保険の届け出はお早めに介護者教室を開催します

　意　見
　最近、行田市がテレビで放映されることが多いと
感じる。市が撮影などについて把握しているのであ
ればロケ情報や番組の放送日を事前に教えてほしい。

  回　答
　ロケの予定などの情報については、テレビ局などか
ら市に連絡があり、場所の条件を照らし合わせて施設
などを紹介する場合と、テレビ局などが市内の各店舗と
直接やりとりをする場合がございます。そのため、市
内の撮影状況を全て把握することは難しい状況です。
　また、放送日時についても、番組制作会社側から
の意向により、全てをお伝えすることはできませんが、
可能な限り「市報ぎょうだ」や市ホームページなどを通じ
てお知らせしていきます。

　意　見
　緊急通報装置設置は、2人以上で家に住んでい
ると支給の対象外となるが、日中一人のときに倒
れた場合の通報手段が必要のため、2人以上の家
庭でも設置してほしい。
  回　答
　本事業は、ひとり暮らしの高齢者などの方が緊
急時の救助を速やかに受けられるようにすることを
目的としているものであり、ご家族と同居されて
いる方は、日常的に互いの健康状態を把握できる
ことから、現在は、支給対象とはなっていません。
なお、民間会社では、どなたでも利用可能な緊急
通報装置のサービスがありますので、ご希望がご
ざいましたら高齢者福祉課（内線223・225）まで
ご相談ください。

　このコーナーは、手紙や電子メールなどにより、市長へご意見・ご提言
などを頂いたものの中から、その一部を紹介するものです。
　なお、原則として、回答を希望するものを紹介しています。
▶ 問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

「市長への手紙」55

道路等の里親団体に認定された株式会社コスメグローバル
（左から宇田栄治代表取締役会長、宇田祥枝代表取締役、
宇田剛士生産管理責任者）

県道128号（旧 国道125号）

親水広場（皿尾橋下流右岸）

竣功式典会場

整 備 区 間  約 2.4km

国
道

17号

熊
谷

バ
イ

パ
ス

秩父鉄道

忍川 →

城西公園

皿尾橋

杣
殿
堰 吹

上
橋

行田市

持田

熊 谷 市
行 田 市

ソシオ流通センター

▶ 問い合わせ　道路治水課維持補修担当（内線
5714・5715）
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談相種各 （3月15日～4月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制）

産業文化会館
2階会議室 3月26日㈫ ※ 予約はその月の１日

から(土・日曜日、祝
日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）忍・行田公民館 4月11日㈭ 午後1時40分～ 4時20分

行政機関に対する
意見・要望

産業文化会館
2階会議室 3月18日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分
消費生活センター
（内線495）

不動産 市役所 3月20日㈬　 午前9時～正午
公益社団法人埼玉県宅
地建物取引業協会北埼
支部☎562―5900

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 4月10日㈬※予約制 午後1時～ 5時

（受け付けは午後4時まで）
埼玉県行政書士会埼
北支部☎554－2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相
談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 忍・行田公民館 4月10日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の
納税相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課

（内線236・237）

水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 3月19日㈫、4月9日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課

☎553―0131

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
2月17日㈰  午前9時 0.07マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時 0.07マイクロシーベルト(晴れ）

▼ 
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さしあげます

ゆずってください

▷カラーボックス（3段）▷冷蔵庫　▷CDラジカセ　
▷ベビーバス　▷学習机（茶色・ライト・本棚付き）

▷電気ストーブ　▷テレビ（薄型）　▷テレビ台（薄型用）　
▷ベビーベッド　▷人台　▷折りたたみ式自転車　▷石
油ファンヒーター　▷ベビーカー　▷芝刈り機　▷大人
用自転車

不
用
品
情
報（
無
料
）

シルバー人材センターからの
お知らせ

納期のお知らせ（3月分）

　市では、スマートフォン用無料アプリ「マチイロ」で、「市
報ぎょうだ」を配信しています。アプリをインストールする
と、スマートフォンやタブレット端末で、いつでもどこでも
「市報ぎょうだ」を読むことができ
ます。
　詳しくは、市ホームページをご覧
ください。

▶ 問い合わせ　広報広聴課広報広聴
担当（内線318）

「市報ぎょうだ」をスマホやタブレットで

普通徴収（納付書や口座振替で納めていただく方）
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・・9期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・・9期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・・9期

納期限　4月1日㈪
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座振
替をご利用ください。

・納付の相談は随時収納課で実施しています。
▶問い合わせ　同課収納担当（内線236・237）

会員になって 一緒にお仕事しませんか
　行田市シルバー人材センターは、民間企業や一般
家庭・公共団体から臨時的かつ短期的な仕事を受け、
会員に提供しています。

▶ 対象　市内在住で、健康で働く意欲のある60歳
以上の方
▶ 入会説明会　毎月第1・第3木曜日の午前10時か
ら同センター（旭町13―24）で開催します。

その仕事、シルバー人材センターにお任せください
　同センターでは、いろいろな仕事を請け負ってい
ます。旅行中の庭の植木への水やり、家具の移動、
住宅用火災警報器の取り付けなどを行っています。
最近では、市内事業所への派遣事業も始めました。
　簡単な仕事、「こんなこと頼めるかな」といったこ
となど、困ったことがありましたらご連絡ください。

▶ 問い合わせ　同センター☎556―5221

屋外での作業は、
季節による混み具合、天候な
どに左右されますので、お待
ちいただくことがあります。

ご了承ください。

行田市観光サポーターを
募集します

猫を飼っている方へのお願い

　行田市の観光資源などを市内外にPRし、
市のイメージアップや観光振興を図るとと
もに、観光客の誘致など地域活性化を推進
することを目的とした「行田市観光サポー
ター」を募集します。

▶委嘱期間　委嘱の日から2年間
▶活動内容　
　① 市の提供する観光パンフレットの配布

やSNSによる情報発信など、さまざま
な機会を捉えて市の魅力を積極的にPR
する

　②市の主催するイベントや祭典への協力
　③ その他本市の観光振興に関することへ

の協力
▶ 応募資格　本市に愛着を持ち、行田の良
さや情報を広く発信していただける方
▶その他　報酬はありません。
▶ 応募方法　商工観光課で配布している応
募用紙（市ホームページからダウンロード
可）に必要事項を記入の上、持参、郵送、
FAX、Eメールのいずれかの方法で同課【持
参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―
5 行田市商工観光課観光担当【FAX】553
―5063【Eメール】kanko@city.gyoda.
lg.jp※Eメールの場合、件名を「行田市観
光サポーターへの応募」としてください。
▶問い合わせ　同課観光担当（内線382）

　猫はペットとして多くの方に飼われており、私たちに
とって身近な動物です。飼い主は、家族の一員として愛情
を持って接するとともに、地域社会で共生するためにも、
最後まで責任を持って飼いましょう。

室内で飼いましょう
　屋外での飼養は、近所の迷惑になるだけでなく、交通事
故や感染症などの危険がたくさんあります。猫の安全を守
るため、家の中で飼うようにしましょう。

トイレのしつけをしましょう
　猫のふんや尿はとても臭います。外で自由に放しておく
と、トラブルの原因となる場合があります。子猫のうちか
らきちんとしつけをして、室内のトイレを使うようにしま
しょう。

不妊・去勢手術をしましょう
　猫は非常に繁殖力が強い動物です。繁殖を望まない場合
は、不妊・去勢手術を行いましょう。不妊・去勢手術をす
ると、発情期の異様な鳴き声や、他の猫とのけんかなどを
減らすことができます。

身元表示をしましょう
　飼い主のいない猫と区別をするために、首輪やマイクロ
チップなどを身に着けて身元表示をしましょう。飼い主と
しての責任を持ちましょう。

猫についての相談
　猫の飼い方やしつけについての相談は、埼玉県動物指導
センター（☎536―2465）で行っています。
▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530



2019.3 市報 ぎょうだ

保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１

1011

在宅医療窓口
◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
　りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、年
末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
　いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

期　日 医療機関名 電話番号
3月17日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
3月21日（木) 壮幸会行田総合病院 552―1111
3月24日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
3月31日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
4月 7日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
4月14日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

離乳食（後期）教室（要申し込み）
日　　時　 3月20日㈬午前10時30分～11時30分(午

前10時15分から受け付け)
対　　象　 9 ～ 11カ月のお子さんとその保護者(保

護者のみの参加可)

乳幼児健診　
健 診 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、10カ月

児相談、1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診、
3歳児健診

そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子さん
で、前住所地で受診していない方は保健セン
ターにご連絡ください。

※ 4カ月児健診は個別健診のため、市内指定医療機関
で、それ以外の健診などは保健センターで行います。

※4カ月児健診の受診票は赤ちゃん訪問で配布します。

子どもの健康

#7119 （365日24時間対応）
　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。急な病
気やけがに関して、看護師の相談員が医療機関を受診
すべきかどうかなどをアドバイスしますので、判断に
迷ったときは気軽にお電話ください。
※ ダイヤル回線、IP電話、PHSの場合は☎048―
824―4199
※ 受診できる医療機関の案内は、行田市消防署☎550
―2123も対応しています。

ノルディック・ウォークin上野村
日　　時　4月13日㈯午前9時～午後1時30分
場　　所　 上野村運動公園グランド特設会場(上野村

乙父40)
内　　容　 上野村の大自然に親しみながら、約5キロ

メートルのノルディック・ウォークを楽し
みましょう。大会参加者には、次の3つの
特典があります。

　　　　　① 上野村の特産品が当たるプレゼント抽選
会参加

　　　　　②ヘルシーいのぶた汁のサービス
　　　　　③ 初心者や高齢者も安心！ノルディック・

ウォーク無料指導
対　　象　 健康で、大会規則やウオーキングマナーの

守れる方。※幼児・児童は保護者または引
率者の同伴、介助の必要な方は介助者の同
伴が必要

参 加 費　 大人1,500円、中学生以下500円 ※当日
支払い

持 ち 物　 水筒、カッパなど両手が自由になる雨具、
帽子、防寒具、健康保険証

主　　催　 上野村ノルディック・ウォーク大会実行委員会
共　　催　 上野村、上野村体育協会、上野村スポーツ

推進委員会、上野村食生活改善推進員会、
株式会社上野振興公社、一般社団法人上野
村産業情報センター

そ の 他　 先着順で保健センターから無料送迎バスを
ご利用になれます。保健センターの駐車場
は台数に限りがありますので、乗り合わせ
でご利用ください。

申し込み　 4月6日㈯までに氏名、住所、電話番号、性別、
生年月日、ポールレンタルの有無、送迎バス
希望の有無を電話で上野村産業情報センター

問い合わせ　 上野村産業情報センター☎0274―20―
7070

休日急患診療
　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

　市では、おおむね3歳未満のお子さんとその保護者が自由
に遊び、他の親子と交流できる施設として、つどいの広場を
市内5カ所に開設しています。
　次の期間、実施日時・場所が変更となりますので、ご利用
の際はご注意ください。

▶変更期間　3月22日㈮～ 4月17日㈬
▶変更期間中に実施するつどいの広場

つどいの広場の実施場所が
一部変更になります

　18歳までのお子さん、または妊娠中の方がいる
家庭にご利用いただいている「パパ・ママ応援ショッ
プ優待カード」は、3月末日をもって有効期限が満了
となります。
　このたび、県公式スマホアプリ「まいたま」内「パパ・
ママ応援ショップサブアプリ」内でパパ・ママ応援
ショップ優待カードを取得することができるように
なりました。このアプリ版のパパ・ママ応援ショッ
プ優待カードで今までと同様のサービスを利用する
ことができます。アプリを取得すれば更新の手間が
不要です。
　なお、紙の優待カードは、子ども未来課で配布し
ています。同課にお越しの際は、対象のお子さんが
いることの分かる母子健康手帳や健康保険証などを
お持ちください。

▶対　　象　 18歳に達した次の3月31日を迎える
までのお子さん（県内在住・在園・在
学のいずれか）または妊娠中の方がい
る世帯

▶そ の 他　 最新の県内協賛店舗の情報は、埼玉県
結婚・妊娠・出産・子育て応援公式サ
イト（https://www.saitama-support.
jp/）で検索できます。

▶問い合わせ　 子ども未来課給付担
当（内線292）

ご活用ください アプリ版パパ・
ママ応援ショップ優待カード　　

MR（第2期）予防接種はお済みですか
　MR(麻しん風しん混合)ワクチンの接種期限は3月
31日㈰です。医療機関に予約の上、早めの接種をお
願いします。お手元に予診票の無い方は、母子健康手
帳を持参し、保健センターにお越しください。

対　　象　 平成24年4月2日～平成25年4月1日生
まれ

犬の登録・集合狂犬病予防注射はお済みですか
　生後91日以上経過した犬は登録をし、狂犬病予防注射を毎年受けさせることが法律で義務付けられています。登
録をしていない飼い主の方は、飼い犬の登録と狂犬病予防注射を済ませましょう(故意に登録や注射をしない場合は、
罰則があります)。
　なお、登録済みの場合は、集合狂犬病予防注射の案内はがきを3月下旬に郵送しますので、必ず会場にお持ちく
ださい(はがきが届かない場合は保健センターへご連絡ください)。

日　　程
午前の部  　 午後の部
【午前9時30分～ 11時】 　 【午後1時30分～ 3時】

注　　意
・開始から30分ほどは混み合います。
・会場には飼い犬に慣れた方が連れて来てください。
・ 会場で起こった盗難・咬

こう
傷などの事件・事故などは、

飼い主の責任となります。
・首輪とリードが外れないようにお願いします。
費　　用
【注射のみ】3,300円(ワクチン代2,750円＋済票代
550円)
【登録のみ】3,000円
【登録と注射】6,300円
※釣り銭のないようご協力お願いします。
そ の 他　飼い犬が死亡している場合は、死亡届を
保健センターまたは各地域公民館へ提出してくださ
い(予防接種会場でも受け付けます）。

期　　日 場　　所

4月 5日（金) 星河公民館

4月 8日（月) 南河原支所

4月11日（木) 北河原公民館

4月12日（金) 須加公民館

4月16日（火) 埼玉公民館

4月17日（水) 持田公民館

4月18日（木) 星宮公民館

4月19日（金) 下忍公民館

4月25日（木) 荒木公民館

期　　日 場　　所

4月 3日（水) 保健センター

4月 4日（木) 忍・行田公民館

4月 9日（火) 太井公民館

4月20日（土) 保健センター

4月23日（火) 太田公民館

4月26日（金) 地域文化センター

名　称 所在地 開設日時 電話番号

はすのこ 児童センター 月～土曜日
午前10時～午後3時 553―2108

みなみかわら 老人福祉センター
南河原荘隣

月～土曜日
午前9時～午後2時 557―0977

さきたま 埼玉保育園
(埼玉4595―1)

火・水・木曜日
午前9時～午後2時 559―2433

※つどいの広場「さくら」、「ひがし」では実施しません。

▶そ の 他　 つどいの広場「さきたま」は、午前9時～正午は
保育室開放、正午～午後2時は電話または面接
による子育て相談(面接は要予約)です。

▶問い合わせ　子ども未来課子ども未来担当(内線262)
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　3月4日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪、 　
　　　　　4月1日㈪・2日㈫・8日㈪・15日㈪
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

　

・ インフルエンザ・ハンター　ロバート・ウェブスター
／著

・魔法の絞り出しクッキー　信太康代／著
・スイート・マイホーム　神津凛子／著
・散歩するネコ　群ようこ／著
・こどものための防災教室　今泉マユ子／著
・ さらわれたオレオマーガリン王子　マーク・トウェ
イン、フィリップ・ステッド／作

新　着　図　書

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

＜DVD＞
・永遠の0
・ハドソン川の奇跡
・塔の上のラプンツェル

＜CD＞
・レインボーロード(絢香)
・エクスプレッションズ　
　(竹内まりや)
・人間開花(RADWIMPS) 
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今月のおすすめDVD・CD

16ミリフィルム春の映写会
　16ミリフィルムならではの味わいのある映像を楽
しみませんか。
　
▶日　　時　3月21日㈭午後2時
▶場　　所　「みらい」映像ホール
▶内　　容　「裸の大将放浪記」
　　　　　　※上映作品は変更することがあります。
▶定　　員　70人(先着順)

「図書館シネマ倶楽部」
平成31年度上映作品

　毎月第4日曜日に大人向けの映画を上映する(どな
たでも鑑賞できます)「図書館シネマ倶楽部」の平成31
年度上映分は、次のとおりです。夫婦や友達と、午後
のひとときをお楽しみください。
　なお、11月以降の作品は、決定次第館内に掲示（図
書館ホームページにも掲載）します。

▶期日・作品名・上映時間

▶時　　間　 午後1時30分上映開始(午後1時10分
開場)

▶場　　所　「みらい」映像ホール
▶定　　員　70人(先着順)
▶入 場 料　無料
▶そ の 他　 ・申し込みは不要です。
　　　　　　・ 都合により、予定作品を変更する場合

があります。
　　　　　　・ 洋画作品は英語・日本語字幕で上映し

ます。
　　　　　　・ 上映済みの作品は図書館で貸し出しま

す。

期　日 作品名 上映時間

4月28日 三度目の殺人（邦画） 124分

5月26日 そして誰もいなくなった（洋画） 97分

6月23日 ふたりの旅路（共同製作） 99分

7月28日 紳士同盟（洋画） 109分

8月25日 メトロポリス（洋画） 94分

9月22日 そして父になる（邦画） 125分

10月27日 弟の夫（邦画） 147分

市民リサイクル文庫
　皆さんが読み終わって不要になった本を、読みたい
方に提供する「市民リサイクル文庫」を期間限定で開
設します。不要な本がありましたら、次の期間内に図
書館にお持ちください。

▶期　　間　3月15日㈮～ 24日㈰
▶場　　所　図書館入口
▶そ の 他　 雑誌はご遠慮ください。期間終了後、残っ

た本は図書館で処分します。

図書館を使った調べる学習コンクールの
結果をお知らせします

　「第5回行田市立図書館を使った調べる学習コン
クール」で優良賞に決まった2作品を、公益財団法人
図書館振興財団主催の「第22回図書館を使った調べ
る学習コンクール(全国コンクール)」へ出展した結果、
次のとおり受賞しました。
　なお、2作品のレプリカを館内に展示していますの
で、ぜひご覧ください。

優 良 賞　池端咲奈さん(泉小学校1年)
　　　　　 「どうしてはしるとおなかがいたくなる

の?」
佳　　作　清水瑛太さん(太田西小学校4年)
　　　　　「びっくり!古代蓮のひみつ」

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

3月17日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの

へや

3月23日㈯午前11時 おはなしタンバリン

4月6日㈯午後2時 おはなしの会

4月13日㈯午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会
3月20日㈬、4月10日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員
ぴよぴよおはなし会 4月7日㈰

午後3時30分
絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 3月16日㈯午後3時30分 絵本の読み聞かせ、工
作、折り紙など 小学生

英語であそぼう 4月14日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生
ベイリー久美子さん

子ども映画会 3月16日㈯午後2時 がんばれ！ルルロロ　
ふたりっていいね 図書館職員

図書館シネマ倶楽部 3月24日㈰午後1時30分
(午後1時10分開場)

陽光桜(邦画：114分)
出演：笹野高史、的場
浩司、宮本真希 他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます
(定員70人、先着順)

図書館職員  「みらい」
  映像ホール

　市では、二十歳を迎える皆さんの門出を祝福するため、
「新成人を祝う会」を開催しています。2020年の成人式は
次のとおり実施する予定です。

▶ 開催日時　2020年1月12日㈰午後1時（正午から受け
付け）

▶場所　産業文化会館ホール

　また、この催しの企画・運営は「新成人を祝う会実行委
員会」が行っています。「思い出に残る成人式を自分たち
の手で作り上げたい」という方は、ぜひご応募ください。

▶実行委員会回数　6回程度
▶時間　午後7時～ 9時
▶場所　産業文化会館会議室
▶対象　平成11年4月2日～平成12年4月1日生まれの方
▶募集人数　5人程度
▶ 申し込み　4月5日㈮までに住所、氏名、電話番号、生
年月日、出身中学を記入して、FAXまたはEメールで
提出してください（様式自由）。【FAX】556―0770【Eメー
ル】hito@city.gyoda.lg.jp※電話での申し込みも可

▶ 問い合わせ　ひとつくり支援課生涯学習担当☎556―
8319

2020年の成人式のお知らせ
新成人を祝う会実行委員も

募集します 　市では、学資金の一部を奨学資金として
支給します。

▶対象　次に掲げる要件に全て該当する方
　・ 市内に6カ月以上居住し、高校または

高等専門学校に在学している方
　・正規の修学年限の勉学に耐えられる方
　・ 修学の意欲があるのに経済的な理由で

修学が困難な方
　・同種の奨学資金を受けていない方
▶給与金額　月額10,000円
▶願書に添付する書類
　・奨学生願書
　・奨学生調書（前学年のもの）
　・ 在学証明書（平成31年4月1日以降の

もの）
　・ 収入のある同居の家族全員分の平成30

年分源泉徴収票または確定申告書、市
県民税申告書の控え（コピー可）

　・住民票謄本
　・同意書
▶ その他　受給者は、奨学生選考委員会で
選考します。
▶ 申し込み・問い合わせ　4月1日㈪～ 25
日㈭に教育総務課総務担当☎556―8311

ご活用ください　奨学資金
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リズム良く楽しそうに
跳び続ける子供たち 行田市民大学

創立10周年をお祝い

前向きな言葉で物事も前向きに

327点の自信作が勢ぞろい

ランナー目線で伝える本市の魅力

碁盤を挟んで真剣勝負

福を求めて手を伸ばす節分祭 いきいきとした本格的な
歌と踊りのステージに酔いしれる

　1月26日、第30回行田市なわとび大会が開催さ
れ、市内の小学生362人が会場となった行田グリー
ンアリーナに集まりました。
　あやとびや時間とびをはじめとした個人種目の他、
長なわ1分間とびなどの団体種目、併せて9種類の
種目で競われた本大会。選手らは観客席からたくさ
んの声援を受けながら、リズムよく楽しそうに跳び続
けていました。

　1月29日、商工センターホールでNPO法人行田市民大
学活動センターによる行田市民大学創立10周年記念式典
が行われました。
　平成21年に「市民による手作りの学校」を目指して設立
された同大学。在校生の他、多くの卒業生も駆けつけたこ
の日の式典では、学長である工藤市長から赤松明ものつく
り大学学長らへ感謝状が手渡された後、「矢澤知嘉子さん
と仲間たち」によるコンサートも行われ、10周年のお祝い
に花を添えました。これからも魅力あふれる生涯学習の場
としての役割が期待されます。

　「心～Heart～」をテーマとした第2回全国プレゼンテー
ションコンクールin羽生 中学校の部で「最優秀プレゼン清
水卯三郎賞」に輝いた埼玉中学校2年の松岡利朝さんと、
根岸一朗さんが、1月25日、市役所を訪れました。
　大会では、二人は同じ出来事でも幸せを感じるかどう
かは自分の受け止め方で決まると気付いた経験から、「前
向きな言葉は、物事も前向きにする」と、身振り手振りを
交えて主張したそうです。生徒会活動にも携わる二人は
「この経験を糧に悩みを抱える生徒や受験生へのメッセー
ジを校内に掲示するなどし、学校全体を明るくしていきた
い」と熱く話してくれました。

　2月8日から11日まで、「行田グリーンアリー
ナ」サブアリーナで第21回公募行田市美術展
が開催されました。
　全327点に及ぶ絵画、彫刻、工芸、書、写
真の自信作が出品され、来場した美術ファンは
ゆっくりと時間をかけて鑑賞していました。ま
た、会場では出品者同士も互いの作品につい
て話しながら次回作のイメージを膨らませてい
るようでした。

　2月1日、東京都千代田区有楽町のふるさと回帰支援セン
ターで、ランニングをテーマとした移住セミナーが開催され
ました。
　セミナーでは、「行田走友会」の協力をいただき、ランナー
から見た本市の魅力や先輩移住者の体験談を参加者に伝え
ました。また、公益財団法人行田市産業・文化・スポーツい
きいき財団トレーナーによるランニング講座も行われ、参加
者らは「実際に市内を走って行田のまちの魅力を体感したい」
と話していました。

　2月3日、中央公民館で第9回行田市少年少女囲碁
大会が開催されました。
　この日は、市内外から園児、小・中学生102人が出
場し、19路盤戦、13路盤戦で白熱した対局を繰り広
げました。碁盤を挟み緊張した面持ちで向かい合う棋
士たち。真剣な眼差しで碁を打つその一手一手から、
勝ちたいという気迫が感じられました。

　2月3日、行田八幡神社で「節分祭豆まき」が開催さ
れ、多くの家族連れらでにぎわいました。
　福を求め「こっちに！」と大きく手を伸ばしてアピールす
る人々。裃を着た年男・年女らが「鬼は外、福は内」の
掛け声とともに、拝殿の廊下から元気いっぱいに福豆や
お菓子を撒くと、会場は大きくどよめいていました。

　1月23日、「みらい」文化ホールで浮城シニアクラブ連合会
主催による「第7回いきいき芸能発表大会」が行われました。
　それぞれの老人クラブから選出された元気で活力あふれる
出演者45組がカラオケと舞踊に分かれて日頃の練習の成果
を披露。本格的な歌と踊りのステージに観客は酔いしれ、大
いに盛り上がりました。
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今
月
は
、
昨
年
12
月
26
日
に
さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ

れ
た
第
15
回
彩
の
国
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会
（
埼
玉
県

ゴ
ル
フ
練
習
場
連
盟
主
催
）
に
出
場
し
、
中
学
生
男
子

の
部
で
2
年
連
続
優
勝
を
果
た
し
た
平
野
誠
一
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

　
平
野
さ
ん
が
ゴ
ル
フ
と
出
会
っ
た
の
は
小
学
2
年
生

の
時
。
父
の
知
人
か
ら
も
ら
っ
た
ジ
ュ
ニ
ア
用
ク
ラ
ブ

を
手
に
し
て
、
祖
父
や
伯
父
と
一
緒
に
練
習
場
や
コ
ー

ス
に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ゴ
ル
フ
の
楽
し
さ

を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
熱
心
に
ゴ
ル
フ
に
打
ち
込

ん
で
い
る
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
影
響
を
受
け
、
小
学
5
年

生
の
時
に
本
格
的
に
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
、

坂
戸
市
に
あ
る
ス
ク
ー
ル
に
週
1
回
通
い
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
、
週
5
日
熊
谷
市
に
あ
る
練
習
場
で
、
ス
ク
ー
ル

の
コ
ー
チ
か
ら
教
わ
っ
た
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
腕
を

磨
い
て
い
る
と
の
こ
と
。
各
地
で
行
わ
れ
る
大
会
な
ど

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
全
国
に
友
達
が

で
き
、
つ
な
が
っ
て
い
く
の
が
楽
し
い
そ
う
で
す
。
父

の
壽
男
さ
ん
は
「
出
場
す
る
大
会
に
は
大
人
と
一
緒
に

プ
レ
ー
す
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
中
で
マ
ナ
ー
や
考
え

方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
」
と
ゴ
ル
フ

を
通
じ
て
人
間
的
に
も
着
実
に
成
長
し
て
い
る
平
野
さ

ん
の
姿
に
目
を
細
め
ま
す
。

　
中
学
1
年
生
の
時
に
優
勝
し
た
第
14
回
彩
の
国
ジ
ュ

ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会
以
降
、
思
う
よ
う
な
プ
レ
ー
が
出
来

ず
不
本
意
な
結
果
が
続
い
た
と
い
う
平
野
さ
ん
で
す

が
、
思
い
入
れ
の
あ
る
こ
の
大
会
で
絶
対
に
連
覇
を
し

た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
抱
い
て
臨
み
、
2
位
に
3

打
差
を
つ
け
見
事
優
勝
。「
競
技
中
は
緊
張
せ
ず
力
ま

ず
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
、
ミ
ス
を
し
て
も
リ
カ

バ
リ
が
で
き
た
」
と
勝
因
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
こ
の
優
勝
を
と
て
も
喜
び
、
平
野
さ

ん
の
一
番
の
フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
最
愛
の
祖
母
が
1
月
に

突
然
亡
く
な
り
ま
し
た
。
平
野
さ
ん
は
「
い
つ
も
応
援

し
て
く
れ
て
い
た
祖
母
、
練
習
や
大
会
の
時
に
送
迎
を

し
て
く
れ
る
両
親
、
そ
し
て
〝
食
べ
る
と
ス
コ
ア
が
2

打
縮
む
〞
メ
ン
チ
カ
ツ
を
作
っ
て
く
れ
る
精
肉
店
を
営

む
祖
父
と
伯
父
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
口
に
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
目
標
や
夢
に
つ
い
て
「
ま
ず
は
今
年
8
月
の
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
に
出
場
す
る
こ
と
。
そ
の

た
め
の
県
予
選
と
関
東
予
選
を
絶
対
に
勝
ち
抜
き
た
い

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
亡
く
な
っ
た
祖
母
と
約
束
し
た
、

い
つ
か
国
内
で
も
世
界
で
も
試
合
に
勝
て
る
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
」
と
語
る
平
野
さ
ん
の
表
情

か
ら
は
、
揺
る
ぎ
な
い
決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

株式会社広田紙工
紙の可能性を形作る企業として60年

 

城
西 

榊
原
し
ず
か

大
寒
や
蒼
天
を
研
ぐ
風
の
音

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

上
州
の
風
を
従
へ
白
鳥
来

 

矢
場 

鈴
木
か
づ
の

湯
に
浮
か
ぶ
孫
の
ほっぺ
と
冬
り
ん
ご

 

荒
木 

藤
田
　
栄
之

三
尺
の
窓
に
腹
見
せ
冬
の
蜂

 

持
田 

荻
原
　
義
久

秩
父
路
や
風
は
ひ
と
し
く
春
の
色

 

荒
木 

手
島
　
一
海

新
時
代
幕
開
け
と
な
る
初
暦

 

持
田 

小
倉
　
繁
三

薄
氷
の
水
底
に
立
つ
泥
け
む
り

 

下
忍 

荒
井
　
王
子

コ
ン
ビ
ニ
の
コ
ー
ヒ
ー
も
添
え
鍬
始
め

 

富
士
見
町 

江
利
川
敏
夫

福
豆
を
年と

し令
の
半
分
喰
べ
残
し

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

探
梅
や
一
揆
の
里
の
獣
道

 

渡
柳 

川
田
　
静
江

春
近
し
免
許
返
納
足
丈
夫

 

持
田 

園
部
　
貞
雄

鈴
の
音
や
巫
女
お
ご
そ
か
に
屠
蘇
を
注
ぐ

 

城
南 

橋
本
千
枝
子

米
寿
と
て
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
硯
汁

 

荒
木 

髙
澤
よ
ね
子

年
始
客
み
な
健
や
か
に
四
世
代

 

旭
町 

大
川
　
恵
子

病
院
の
マ
マ
に
届
け
と
千
羽
鶴

 

須
加 

長
谷
　
　
恒

名
匠
の
玉
杯
に
酔
う
雪
見
酒

 

佐
間 

須
永
　
節
子

空
つ
風
空
掃
く
ご
と
く
大
け
や
き

 

藤
原
町 

斎
藤
雄
次
郎

天
空
の
背
骨
の
ご
と
し
冬
銀
河

 

西
新
町 

青
木
　
泰
山

い
き
い
き
と
百
寿
超
え
た
る
賀
状
か
な

 

須
加 

天
沼
　
広
吉

同
窓
の
半
数
鬼
籍
春
寒
し

 

（
三
沢
　
一
水
　
監
修
）

彩
の
国
ジ
ュニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
で

 

2
連
覇
を
達
成

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

平
野 

誠
一 

さ
ん
（
佐
間
・
14
歳
）

めましてはじ ○ 3月1日㈮～29日㈮に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線322）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、4月2日㈫午前11時から
市役所203会議室で公開抽選を行います。

原 

心こ
は
る春 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
30
年
３
月
23
日
生
ま
れ

父
・
和
也
さ
ん　
母
・
智
江
さ
ん

荒
木 

絢け
ん
と斗 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
30
年
３
月
９
日
生
ま
れ

父
・
清
孝
さ
ん　
母
・
由
加
理
さ
ん

「
元
気
と
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
♡
」
「
我
が
家
の
癒
し
系
♡
」

小
濱 

邑ゆ
う
わ和 

ち
ゃ
ん （
門
井
町
）

平
成
30
年
３
月
26
日
生
ま
れ

父
・
大
和
さ
ん　
母
・
枝
理
さ
ん

鈴
木 

陽よ
う
す
け介 

ち
ゃ
ん （
若
小
玉
）

平
成
30
年
３
月
18
日
生
ま
れ

父
・
康
弘
さ
ん　
母
・
祐
子
さ
ん

「
大
き
く
な
り
ま
し
た

」

「
い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
！

 

大
好
き
だ
よ
☆
」

吉
田 

逞た
く
と人 

ち
ゃ
ん （
北
河
原
）

平
成
30
年
３
月
２
日
生
ま
れ

父
・
司
さ
ん　
母
・
絵
里
加
さ
ん

吉
野 

福ふ
く
と人 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
30
年
３
月
21
日
生
ま
れ

父
・
正
二
さ
ん　
母
・
留
美
子
さ
ん

「
お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
♡
」

「
元
気
い
っ
ぱ
い
☆
育
っ
て
ね
!!
」

★★★ 平成30年 3月生まれ のおともだち ★★★

平成30年5月生まれのお子さんを募集します

会社プロフィール
代表取締役社長　大塚 貴代
【事業内容】 美装化粧箱・段ボールケー
ス・冠婚葬祭向けギフトケースなどの包
装資材（紙製）の企画、デザイン、製作
【所在地】 緑町8―14

　
株
式
会
社
広
田
紙
工
は
本
市
の
特
産
品
で

あ
る
足
袋
用
の
箱
製
造
を
き
っ
か
け
に
創
業

し
、
こ
れ
ま
で
多
種
多
様
な
紙
器
・
紙
工
品

を
作
り
続
け
、
今
年
、
設
立
60
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　
同
社
は
ギ
フ
ト
用
を
は
じ
め
と
し
た
食
品

を
入
れ
る
美
装
化
粧
箱
か
ら
自
動
車
部
品
の

工
業
製
品
向
け
個
装
箱
な
ど
を
製
造
し
、
あ

ら
ゆ
る
業
界
に
製
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

約
５
０
０
社
の
顧
客
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に

対
応
す
る
た
め
、
用
途
に
応
じ
て
材
質
か
ら

形
状
ま
で
の
サ
ン
プ
ル
を
作
成
す
る
提
案
型

営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
注
文
を
受

け
る
と
短
時
間
で
納
品
す
る
た
め
、
確
か
な

技
術
力
と
丁
寧
な
仕
事
に
よ
っ
て
出
来
上

が
っ
た
製
品
を
自
社
便
を
使
い
納
品
し
て
い

ま
す
。「
当
社
の
製
品
に
は
当
社
の
名
前
は

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
皆
さ
ん

の
生
活
の
ど
こ
か
で
当
社
の
製
品
を
一
度
は

手
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
包
装
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
全
国
各
地
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
に
日
々
研
究
を
重
ね
て
い
き
ま
す
」

と
代
表
取
締
役
社
長
の
大
塚
貴
代
さ
ん
は
に

こ
や
か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
同
社
で
は
包
装
品
の
他
に

軽
く
て
扱
い
や
す
い
紙
の
特
性
を
生
か
し
、

繰
り
返
し
使
用
で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
製

品
を
開
発
。
簡
単
に
組
み
立
て
ら
れ
コ
ン
パ

ク
ト
に
収
納
で
き
る
屏
風
や
飾
り
棚
な
ど
の

仏
具
関
連
商
品
が
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
ま

た
同
社
で
は
家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど
に
忙

し
い
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
努

め
て
お
り
、
社
員
45
人
の
う
ち
約
半
数
の
女

性
が
大
型
機
械
を
扱
う
製
造
部
門
な
ど
で
長

年
活
躍
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
環
境
に
配
慮

し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
日
々
発
生
す
る
大

量
の
紙
片
も
工
場
内
に
あ
る
専
用
プ
レ
ス
機

で
成
形
し
古
紙
と
し
て
再
利
用
す
る
な
ど
、

大
塚
社
長
の
き
め
細
や
か
な
経
営
姿
勢
が
あ

ら
ゆ
る
場
面
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

　
平
成
29
年
に
は
国
の
機
関
で
あ
る
関
東
経

済
産
業
局
に
経
営
力
向
上
計
画
が
認
定
さ

れ
、
平
成
30
年
に
は
県
か
ら
経
営
革
新
計
画

が
承
認
さ
れ
た
同
社
。
こ
れ
か
ら
も
無
限
に

広
が
る
紙
の
可
能
性
を
形
作
る
企
業
と
し
て

飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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▼
日
時
　
5
月
25
日
㈯
午
後
2
時
開

演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）　
▼
場

所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
４
０
３
研
修

室　
▼
内
容
　
徳
望
を
磨
く
人
間
学

講
座
※
２
０
２
０
年
4
月
ま
で
の
土

曜
日
に
開
催
予
定
（
全
10
講
）　
▼

講
師
　
荒
井
桂
さ
ん
（
公
益
財
団
法

人
郷
学
研
修
所
安
岡
正
篤
記
念
館
副

理
事
長
兼
所
長
）　
▼
定
員
　
60
人

（
先
着
順
）　
▼
受
講
無
料　※
別
途

教
材
費
が
必
要　
▼
主
催
　
公
益
財

団
法
人
忍
郷
友
会　
▼
後
援
　
行
田

市
教
育
委
員
会　
▼
申
・
問
　
同
会

☎
５
５
６
―
９
０
０
０
（
火
・
金
曜

日
の
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時
）

ま
た
は
宮
脇
書
店
行
田
店
☎
５
５
４

―
６
３
０
０
（
年
中
無
休
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
10
時
）

▼
日
時
　
3
月
16
日
㈯
午
後
2
時
〜

4
時
30
分　

▼
場
所
　
商
工
セ
ン

タ
ー
４
０
１
研
修
室　
▼
内
容
　
小

堀
勝
充
さ
ん
（
熊
谷
生
協
病
院
院

長
）
に
よ
る
講
演
「
気
に
な
る
ス

講
座
・
講
演
会
・
教
室

進
脩
塾
創
設
30
周
年
記
念

人
生
を
心
豊
か
に
お
く
る
た
め
の

人
間
学
講
座

行
田
協
立
診
療
所

市
民
公
開
講
座

マ
ホ
と
生
活
リ
ズ
ム
の
話
」、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
行
田
を
楽
し
く
子
育

て
す
る
た
め
の
『
育
エ
リ
ア
』
に

し
よ
う
！
」、
子
育
て
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど　
▼
参
加
無
料
　
▼
主

催
　
医
療
生
協
さ
い
た
ま
利
根
北
地

区　
▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教

育
委
員
会　
▼
問
　
同
診
療
所
高
橋

☎
５
５
６
―
６
７
５
５

▼
日
時
　
３
月
９
日
㈯
午
後
１
時

30
分　

▼
場
所
　
桜
ヶ
丘
公
民
館　

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
方　

▼
演

題
　「
わ
か
り
や
す
い
成
年
後
見
制

度
の
話
」　
▼
講
師
　
野
口
桃
子
さ

ん
（
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
）　

▼
参
加
無
料
　
▼
主
催
　
医

療
生
協
さ
い
た
ま
行
田
東
支
部　
▼

そ
の
他
　
希
望
者
に
は
講
演
前
に
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。　
▼
問
　

行
田
協
立
診
療
所
高
橋
☎
５
５
６
―

６
７
５
５

知
っ
て
る
？

成
年
後
見
制
度

▼
日
時
　
毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日

の
午
前
９
時
〜
11
時
※
第
１
回
は
４

月
６
日
㈯　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ　
▼
内
容
　
走
る
跳
ぶ

な
ど
の
陸
上
運
動
の
基
本
を
学
ぶ　

▼
対
象
　
小
学
生　
▼
定
員
　
80
人　

▼
費
用
　【
入
会
金
】
２
千
円
【
月

額
】
５
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田
市

陸
上
競
技
協
会　
▼
申
　
4
月
6
日

㈯
午
前
９
時
〜
11
時
に
直
接
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　
▼
問
　
同
協
会

奥
泉
☎
５
５
５
―
０
８
１
４

▼
日
時
　
３
月
30
日
〜
５
月
18
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
８
回
、
予
備
日
は

6
月
1
日
・
8
日
）
午
前
８
時
〜
９

時
30
分　
▼
場
所
　
富
士
見
公
園
庭

球
場　

▼
対
象
　
新
小
学
１
〜
４

年
生
（
そ
の
他
の
学
年
は
要
相
談
）　

▼
定
員
　
30
人
程
度
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
3
千
円
（
コ
ー
ト
代
お

よ
び
ボ
ー
ル
代
）
※
教
室
初
日
に
徴

収　
▼
服
装
　
運
動
し
や
す
い
服
装　

▼
そ
の
他
　
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸
し
出
し

あ
り
（
数
本
）　

▼
主
管
　
行
田
市

テ
ニ
ス
協
会　
▼
申
・
問
　
３
月
11

小
学
生
陸
上
運
動
教
室

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

場
事
務
局
☎
０
９
０
―
３
８
１
６
―

５
３
７
４

▼
日
時
　
3
月
16
日
㈯
午
後
1
時
〜

4
時
10
分
（
午
後
0
時
30
分
開
場
）　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　【
第
1
部
】
バ
リ
ア
フ

リ
ー
マ
ッ
プ
報
告
会
【
第
2
部
】「
太

陽
の
蓋
」
上
映　
▼
入
場
無
料
　
▼

主
催
　
行
田
市
福
祉
の
店
運
営
委
員

会
、
行
田
市
障
が
い
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク　
▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教

育
委
員
会
、
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会　
▼
問
　
か
が
や
き
共
同
作
業
所

板
垣
☎
５
５
９
―
１
０
３
４

▼
日
時
　
3
月
29
日
㈮
午
前
10
時

〜
11
時
※
雨
天
中
止　

▼
集
合
場

所
　
大
長
寺
忍
川
側
あ
ず
ま
や
付

近　
▼
内
容
　
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で

の
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
間
の
ご
み
を

拾
い
、
環
境
美
化
活
動
を
行
う　
▼

そ
の
他
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長

靴
、
運
動
靴
な
ど
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
軍
手
、
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
配
布
し
ま
す
。　
▼
問
　
行
田
市

民
大
学
同
窓
会
忍
川
環
境
を
見
守
る

あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

IN
映
画
会

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

▼
日
時
　
3
月
18
日
㈪
午
後
0
時
20

分
〜
0
時
50
分　

▼
場
所
　
市
役

所
玄
関
ロ
ビ
ー　

▼
曲
目
　「
花
」、

「
春
の
小
川
」、「
ウ
ィ
ー
ン
わ
が
夢

の
街
」
他　
▼
出
演
　
行
田
音
楽
家

協
会　
▼
鑑
賞
無
料
　
▼
問
　
改
革

推
進
室
（
内
線
３
２
７
）

▼
日
時
　
４
月
14
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
4
時　
▼
場
所
　
水
城
公
園
周

辺　
▼
内
容
　
春
の
植
木
市
、
各
種

催
し
、
行
田
大
茶
会
（
先
着
順
・
茶

菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）
な
ど　

▼
問
　
行
田
市
観
光
協
会
（
商
工
観

光
課
内
・
内
線
３
８
２
）

▼
日
時
　
3
月
16
日
㈯
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
（
午
後
1
時
か
ら
受
け

付
け
）　

▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民

館　
▼
内
容
　
茶
の
湯
を
通
じ
た
国

際
交
流　
▼
対
象
　
市
内
在
住
の
小

学
生
以
上
の
方
（
外
国
籍
の
方
は
住

イ
ベ
ン
ト

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

行
田
春
ま
つ
り

茶
の
湯
DE
国
際
交
流
！

〜
素
晴
ら
し
き
茶
道
の
世
界
〜

会
小
林
☎
０
８
０
―
１
０
９
５
―

３
７
６
４

▼
日
時
　
4
月
7
日
㈰
午
前
10
時
開

始　
▼
集
合
場
所
　
馬
見
塚
第
2
集

会
所
（
馬
見
塚
９
１
３
）　
▼
そ
の

他
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
ご
み
袋
は
用
意
し
ま

す
。　

▼
問
　
同
会
会
長
栗
原
☎

５
５
７
―
０
０
９
１

▼
日
時
　
3
月
1
日
㈮
〜
29
日
㈮
午

前
9
時
〜
午
後
6
時
※
木
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
、
土
曜
日
は
午
後

1
時
ま
で　

▼
場
所
　
ミ
キ
薬
局

埼
玉
行
田
店
（
佐
間
1
―
27
―
3
）　

▼
内
容
　
昭
和
31
年
（
小
学
1
年

生
）、
昭
和
33
年
（
小
学
3
年
生
）

の
浅
野
順
三
郎
さ
ん
の
描
い
た
戦
後

日
本
の
希
望
あ
ふ
れ
る
約
15
点
の
絵

画
を
展
示　
▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０

―
１
５
３
５
―
４
４
６
０

星
川
の
自
然
と

キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会

春
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
お
よ
び
観
察
会

街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

あ
さ
の
じ
ゅ
ん
三
郎　
原
画
展

所
問
わ
ず
）　

▼
定
員
　
25
人
（
先

着
順
）　
▼
参
加
費
　
高
校
生
以
上

５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
３
０
０
円

（
抹
茶
、
茶
菓
子
付
き
）　

▼
申
・

問
　
3
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
の
こ
と
）
で
地

域
づ
く
り
支
援
課
（
内
線
２
５
３
）

【
Ｅ
メ
ー
ル
】kokusai@

city.
gyoda.lg.jp

▼
日
時
　
3
月
17
日
㈰
午
前
10
時
開

演　
▼
場
所
　
持
田
公
民
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
人
形
劇
「
ぶ
た
の
た
ね
」

「
三
枚
の
お
札
」、
読
み
聞
か
せ
と

紙
芝
居
、
手
品
な
ど　
▼
参
加
無
料
　

▼
主
催
　
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会　
▼
後
援
　
行
田
市
教

育
委
員
会　
▼
問
　
行
田
お
や
こ
劇

第
25
回

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
㈪
〜
19
日
㈫
の
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
電

話
で
横
田
☎
５
５
４
―
８
１
６
４

▼
日
時
　
4
月
13
日
㈯
午
後
1
時

30
分
（
午
後
1
時
か
ら
受
け
付

け
）　
▼
場
所
　
総
合
公
園
多
目
的

広
場　
▼
内
容
　
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

パ
ス
、
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
を
行
い

ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
に
触
れ
た

こ
と
が
な
い
方
で
も
楽
し
く
体
験
で

き
ま
す
。　
▼
対
象
　
小
学
生
お
よ

び
中
学
生　
▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち

物
　
運
動
靴
、
飲
み
物　

▼
そ
の

他
　
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。　
▼
問
　
行
田
Ｏ
ｓ
ｈ

Ｉ
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

監
督
金
子
☎
０
９
０
―
１
０
４
５
―

７
０
２
７

行
田
Ｏｓ
ｈ
Ｉ
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
体
験
会

３
７
６
４

広告広告
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人口81,371人（－40）　男40,415人（－29）　女40,956人（－11）　世帯数34,700世帯（30）
１月中の異動　出生41人　転入等205人　死亡97人　転出等189人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

ス
タ
ー
ダ
ス
ト
☆
レ
ビ
ュ
ー

ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
還
暦
少
年

▼
日
時
　
5
月
25
日
㈯
午
後
5
時

30
分
開
演
、
5
月
26
日
㈰
午
後
3

時
開
演　

▼
場
所
　
産
業
文
化
会

館　
▼
出
演
　
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
☆
レ

ビ
ュ
ー　
▼
入
場
料
　
全
席
指
定
大

人
6
千
９
０
０
円
（
税
込
）
※
ジ
ュ

ニ
ア
（
25
歳
以
下
）、
シ
ニ
ア
（
65

歳
以
上
）、
障
害
者
（
児
）・
本
人
と

介
助
者
に
は
、
1
千
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
し
ま
す
。
公
演
当
日
、
身
分

証
ま
た
は
障
害
者
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
割
引

の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。　
▼
そ
の

他
　
未
就
学
児
入
場
不
可　

▼
チ

ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　
4
月
13
日
㈯
午

前
9
時
か
ら
同
館
で
販
売
（
電
話
受

け
付
け
は
残
券
が
あ
る
場
合
の
み
翌

日
午
前
10
時
か
ら
）
※
ど
ち
ら
か
1

公
演
一
人
2
枚
ま
で

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展

〜
中
央
各
展
出
品
絵
画
展
〜

▼
日
時
　
3
月
20
日
㈬
〜
4
月
22
日

㈪
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入

場
は
午
後
4
時
ま
で
）
※
火
曜
日
休

室　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
▼
内
容
　
行
田
市

美
術
家
協
会
絵
画
部
会
員
の
中
央
各

展
出
品
作
品　
▼
入
場
無
料
　

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

▼
日
時
　
3
月
16
日
㈯
午
後
2
時
上

映　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　
▼
上
映
作
品
　「
お
く
り
び
と
」

（
上
映
時
間
１
３
１
分
）　
▼
定
員
　

３
０
０
人
（
先
着
順
）　
▼
入
場
無
料
　

▼
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
不
要
。

古
代
蓮
会
館

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
記
念

　
古
代
蓮
会
館
入
館
料
を
2
割
引
き

に
し
ま
す
。
3
月
中
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
と
な
る
展
示
室
や
、
高
さ
50
メ
ー

ト
ル
の
展
望
室
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ
を

こ
の
機
会
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
　
4
月
9
日
㈫　
▼
そ
の
他
　

売
店
お
よ
び
屋
外
で
１
０
０
円
均
一

の
特
別
販
売
を
開
催

桜
ま
つ
り

▼
日
時
　
3
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入
館
受

け
付
け
は
午
後
4
時
ま
で
）　
▼
場

所
　
古
代
蓮
会
館　
▼
内
容
　
梅
昆

布
茶
サ
ー
ビ
ス
。
そ
の
他
、
売
店
で

「
春
の
和
菓
子
コ
ー
ナ
ー
」
の
設

置
や
、
う
ど
ん
店
で
「
春
の
彩
り
う

ど
ん
」
の
販
売
。　
▼
入
館
料
　
高

校
生
以
上
４
０
０
円
、
小
・
中
学
生

２
０
０
円
※
未
就
学
児
は
無
料

古
代
蓮
の
里

さ
か
な
釣
り
大
会

▼
日
時
　
3
月
24
日
㈰
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
2
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮

の
里
釣
り
堀　
▼
定
員
　【
一
般
の

部
】
15
組
【
親
子
の
部
】
15
組
（
い

ず
れ
も
先
着
順
）　
▼
内
容
　
釣
っ

た
魚
の
総
数
で
順
位
を
決
め
ま
す
。

上
位
者
に
は
景
品
あ
り
。　
▼
参
加

費
　
1
組
５
０
０
円
（
1
組
当
た
り

1
区
画
の
み
）　

▼
申
　
３
月
1
日

㈮
午
前
9
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話

で
同
館

【住民基本台帳人口】
（平成31年2月1日現在）

▼
日
時
　
4
月
1
日
㈪
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
、
子

育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ト
ー
ク
「
カ
ラ

ダ
を
動
か
そ
う
」　
▼
対
象
　
市
内

在
住
で
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者　
▼

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）
※
生
後
4

カ
月
以
上
の
託
児
付
き　
▼
参
加
費
　

１
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田
市
民
生

委
員
・
児
童
委
員
連
合
会　
▼
後
援
　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
市
社
会
福
祉
協
議
会　
▼
申
・
問
　

3
月
31
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
同
協
議

会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
4
月
13
日
㈯
午
後
1
時
〜

4
時
（
受
け
付
け
は
午
後
3
時
30
分

ま
で
）　
▼
場
所
　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
4
階
市
民
ホ
ー
ル
４
０
４

（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
1
―

7
―
5
）　
▼
内
容
　
弁
護
士
が
遺

言
お
よ
び
相
続
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
る
。　
▼
相
談
無
料
　
▼
そ
の
他
　

相
　
　
談

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

遺
言
の
日
記
念

相
続
問
題
相
談
会

一
般
幹
部
候
補
生

▼
受
付
期
間
　
3
月
1
日
㈮
〜
5
月

1
日
㈬　
▼
応
募
資
格
　
26
歳
未
満

の
大
卒
者
（
見
込
み
含
む
）、
28
歳

未
満
の
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込

み
含
む
）　
▼
試
験
日
　
5
月
11
日

㈯
・
12
日
㈰　
▼
試
験
会
場
　
受
付

時
に
お
知
ら
せ

一
般
曹
候
補
生

▼
受
付
期
間
　
3
月
1
日
㈮
〜
5
月

15
日
㈬　
▼
応
募
資
格
　
18
歳
以
上

33
歳
未
満
の
方　
▼
試
験
日
　
5
月

25
日
㈯　
▼
試
験
会
場
　
受
付
時
に

お
知
ら
せ

▼
問
　
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協

力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所
（
熊
谷
市

筑
波
3
―
90
―
1
国
際
ビ
ル
2
階
）

☎
５
２
２
―
４
８
５
５

募
　
　
集

自
衛
官
等

建
物
の
原
状
回
復
費
用
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い
て
の
電
話
相

談　
▼
相
談
電
話
番
号
　
０
４
８
―

８
３
８
―
１
８
８
９
（
開
催
当
日
の

み
）　

▼
相
談
無
料
　
▼
主
催
　
埼

玉
弁
護
士
会
、
埼
玉
司
法
書
士
会　

▼
問
　
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局
☎

０
４
８
―
８
６
３
―
７
８
６
１

事
前
申
し
込
み
不
要
。　
▼
問
　
埼

玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
☎

０
４
８
―
７
１
０
―
５
６
６
６

▼
日
時
　
4
月
6
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
4
時　
▼
場
所
　
さ
い
た
ま
市

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
第
6

集
会
室
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
東
高

砂
町
11
―
1
）　
▼
内
容
　「
不
動
産

鑑
定
評
価
の
日
」
に
合
わ
せ
、
不
動

産
鑑
定
士
が
不
動
産
価
格
や
土
地
の

権
利
関
係
の
相
談
に
応
じ
る
。　
▼

主
催
　
公
益
社
団
法
人
埼
玉
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会　
▼
共
催
　
公
益
社

団
法
人
日
本
不
動
産
鑑
定
士
協
会
連

合
会　
▼
問
　
同
協
会
☎
０
４
８
―

７
８
９
―
６
０
０
０

▼
日
時
　
4
月
6
日
㈯
・
7
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
4
時　
▼
内
容
　
賃

借
人
が
賃
貸
住
宅
を
退
去
す
る
際
の

不
動
産
無
料
相
談
会

敷
金
（
賃
貸
住
宅
）

ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

クラブ名 日　時 場　所 内　容 対　象 定員 会　費 申し込み・問い合わせ

キッズダンス 毎週木曜日
午後4時15分～ 5時15分 「 行田グリー

ンアリーナ」
剣道場他

ヒップホップなどのダ
ンスを行い、リズム感
覚を養いながら体力向
上を図る

平成31年4月現在、
小学1年生 7人

月額
2,500円

3月21日㈭午後5時
30分～ 6時に直接行
田グリーンアリーナジュニアダンス 毎週土曜日

午後4時30分～ 5時30分
平成31年4月現在、
小学2～ 5年生 9人

ウォーターキッズ 毎週金曜日
午後4時～ 5時 市民プール

プールが苦手な児童の
水慣れおよび基礎的な
水泳指導

平成31年4月現在、
小学1～ 3年生 9人

3月29日㈮午後3時
30分～ 4時に直接市
民プール2階会議室
☎555―2455

▶その他　 ・応募者多数の場合は申し込み時に抽選となります。
 ・1人につき1人分の申し込みのみとなります（権利の譲渡不可）。
 ・時間に遅れた方は抽選に参加できません。

いきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員

自衛隊埼玉地方協力本部
PRキャラクター「サイポン３兄弟」

（りく・うみ・そら）

スターダスト☆レビュー

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

広告広告



　
昭
和
62
年
度
に
行
わ
れ
た
酒
巻
14
号
墳
の
発
掘
調

査
で
人
物
埴
輪
10
点
、
馬
形
埴
輪
4
点
、
円
筒
埴
輪

79
点
、
朝
顔
形
埴
輪
2
点
、
太
刀
や
靫ゆ
ぎ
形が
た
埴は
に
輪わ

な
ど

の
残
欠
と
い
う
大
量
の
埴
輪
が
出
土
し
ま
し
た
。
特

に
背
中
に
旗
を
立
て
た
馬
形
埴
輪
は
国
内
唯
一
の
出

土
例
で
あ
り
、
他
に
も
褌
ふ
ん
ど
しを

締
め
た
力
士
埴
輪
や
、

冠
を
装
着
し
て
袖
の
長
い
服
を
着
た
男
性
の
埴
輪
な

ど
、
特
徴
的
な
埴
輪
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

見
つ
か
っ
た
埴
輪
の
多
く
は
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態

で
出
土
し
た
た
め
、
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
資
料
整

理
に
よ
り
接
着
剤
で
接
合
さ
れ
、
欠
損
部
分
は
石
膏

で
補
っ
て
形
が
復
元
さ
れ
、
郷
土
博
物
館
の
主
要
な

展
示
資
料
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
7
年
に
県

指
定
文
化
財
と
な
り
、
同
19
年
に
は
「
埼
玉
県
酒
巻

十
四
号
墳
出
土
埴

輪
」
と
い
う
名
称

で
95
点
が
国
指
定

重
要
文
化
財
と
な

り
ま
し
た
。

　
重
要
文
化
財
指

定
を
契
機
と
し

て
、
今
後
の
保
存

や
展
示
に
向
け
て

強
度
を
保
つ
た
め

に
も
、
平
成
20
年

か
ら
文
化
庁
の
指

導
の
も
と
埴
輪
の
本
格
的
な
保
存
修
理
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
期
間
は
5
年
間
で
修
理
の
対
象
と
な
っ
た

の
は
人
物
埴
輪
10
点
と
馬
形
埴
輪
3
点
、
円
筒
埴
輪

1
点
、
朝
顔
形
埴
輪
1
点
の
15
点
で
す
。

　
埴
輪
は
修
復
の
専
門
業
者
の
元
に
運
ば
れ
、
そ
こ

で
接
着
剤
や
石
膏
を
除
去
し
解
体
さ
れ
て
出
土
当
時

の
状
態
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。
埴
輪
を
ア
セ
ト
ン
の
充

満
し
た
容
器
に
入
れ
て
、
接
着
剤
を
緩
め
本
体
を
傷

づ
け
な
い
よ
う
慎
重
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
一
度
仮
接
合
を
行
い
各
部
位
の
位
置
な
ど
を
確
認

し
た
後
、エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
本
接
合
を
行
い
ま
し
た
。

欠
損
部
分
は
文
化
庁
と
協
議
の
上
、
充
填
箇
所
を
決

め
て
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
復
元
し
、
実
物
と
違
和
感
が

な
い
よ
う
に
彩
色
し
ま
し
た
。
修
復
に
よ
り
全
体
の

ゆ
が
み
が
修
正
さ
れ
、
埴
輪
の
製
造

当
時
の
形
が
蘇
り
ま
し
た
。

　

歴
史
資
料
の
保
存
修
復
は
貴
重

な
資
料
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
展
示
な
ど
の
活
用
の
機
会
を
広

げ
、
多
く
の
方
々
に
そ
の
価
値
や
背

景
に
あ
る
歴
史
や
文
化
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

の
修
復
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

（
郷
土
博
物
館　
鈴
木
紀
三
雄
）
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今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

平
成
31
年
3
月
１
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
873

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト https://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

歴
史
を
語
る
こ
の〝
い
っ
ぴ
ん
〞

 

〜
博
物
館
の
収
蔵
庫
か
ら
〜

36

行
田 

歴
史
系
譜
300

　2月14日、利根大堰下流で、（独）水資源機構利根導水総合
事業所による「サケ稚魚放流会」が開催されました。

　荒木小学校4年生32人が、コップに入ったサケの稚魚をそっと利根川へ放ち
ました。大海を目指し、勢いよく泳ぎ出すサケに思いを巡らせるように、子供た
ちはいつまでも川面を見つめていました。

筒袖の男子埴輪

修復前 修復後

　市内観光資源の活用と再発見を図りながら、自然や歴史、文化など、本市の
魅力を市内外に発信しているのが行田観光ボランティア会です。
　同会は平成10年4月に発足し、昨年、活動20周年を迎えました。現在は28
人の会員が所属し、観光案内所を通じて無料でガイドを引き受けています。忍
城址や埼玉古墳群、足袋蔵の街並みといった定番コースの他、万葉歌碑やテレ
ビドラマのロケ地巡りなど、利用者の幅広い要望にきめ細やかに対応していま
す。また、蓮の開花時期になると、毎朝、会員5人ほどで古代蓮の里に常駐。
観光客に気軽に声を掛けながら、蓮の一生などについて説明しています。
　こうした懇切丁寧な案内は大好評で、ガイド依頼は年間で110件以上、利用
者は約3,000人に上っています。そして、これらの実績が評価され、平成28
年には、観光客に感動してもらえるおもてなしを実践する団体などに贈られる
「埼玉県おもてなし大賞」の奨励賞を受賞しました。
　「ガイドを受けた方々からのお礼の手紙や『また来るよ』の一言がこの上ない
やりがいです。さらに会員が増え、活動の喜びを分かち合いたいですね」と笑
顔で語ってくれた会長の清水威男さん。同会の心のこもったおもてなしがさら
に多くの人に喜ばれ、行田ににぎわいをもたらしてくれることでしょう。

【会長】清水 威男　【電話番号】559―0683 発足時から継続している蓮のガイド

みんな　チカラの
～市民公益活動団体紹介～㉗
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